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平成17年秋の叙勲･褒章受章者

 瑞宝中綬章（通産行政事務功労）
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学歴・職歴 昭和 33 年電気通信大学電気通信学部卒業，同年特許庁入庁，同 37 年審査官，

同 46 年審判官，同 51 年分類審査室長，同 54 年審査長，同 56 年審判長，同 60

年審査部長，同 62 年審判部長，同 63 年退官，同 63 年～平成 7 年東京大学工学

部非常勤講師，(現在 )中村合同特許法律事務所

弁理士会歴 昭和 63 年弁理士登録（第 9619 号）

受章に浴して 　この度の叙勲の受章に際して関係者の皆様に心から御礼申し上げます。また

多くの方々から丁重な祝意を頂き大変有難うございました。

　私が特許庁に入庁した昭和 33 年は，戦後 13 年を過ぎ，最早戦後ではないと

いわれ日本の復興は著しいものがありましたが，昭和 32 年，33 年はなべ底景気

といわれた不景気のときでもありました。その当時はまだ特許制度に対して人々

の関心は非常に低く，私の特許庁への就職を賛成しない友人もおりました。

　以来，約 30 年間特許庁に在籍し，審査・審判業務をはじめそれ以外にも事務

の機械化や特許情報の問題など多くの関連業務に従事することができたこと，

また，退官後は今日まで 17 年以上弁理士として仕事をすることができたことに

ついて，大変よい選択であったと思っております。その間に特許制度は大きく

変貌し着実に進展を遂げて，人々の関心事となってきましたが，その中に身を

置き仕事をする中で，私を引き上げ，後押しをしてくれた先輩，同僚，後輩の

皆様に心から感謝しております。有難うございました。

　11月 2日に褒章受章者が，翌 3日に叙勲者が発表され，当会から以下の方々が叙勲・褒章受章の栄に

浴されました。心よりお慶び申し上げます。

叙勲者 の横顔

 瑞宝小綬章（通産行政事務功労）
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職歴 昭和 34 年特許庁入庁，同 49 年審査官，同 61 年審判官，平成 2 年審判長，同 4

年退官，（現在）大房･白濱特許法律事務所

弁理士会歴 平成 4年弁理士登録（第 10251 号）

受章に浴して 　この度はからずも叙勲の栄に浴し，身に余る光栄と恐縮いたしております。

これもひとえに皆様のご指導ご鞭撻の賜と深く感謝申し上げます。

　これからも微力ながら弁理士の業務を続けて参りたいと思っておりますので，

ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。
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 瑞宝小綬章（通産行政事務功労）
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学歴・職歴 昭和 36 年武蔵工業大学工学部機械工学科卒業，同年特許庁入庁，平成 2年退官，

同 2年特許審査調査員採用　同 13 年退職，（現在）佐野特許事務所（所長）

弁理士会歴 平成 16 年弁理士登録（第 13373 号）

受章に浴して 　この度の叙勲に際しまして諸先生から身に余る御祝意を頂きました。この場

をお借りして御礼を申し上げます。

　振り返れば，特許庁に入庁して以来，審査，審判を通じて一貫して，「迅速且

つ的確」という命題を前にして，私なりに頑張ってきたように思います。その間，

特に庁の先輩，後輩の皆様には大変お世話になりました。

　知財立国が標榜されております今，私に残る力を，そのために少しでも，お

役に立てることができるならば，幸であると思っております。

 瑞宝双光章（通産行政事務功労）
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学歴・職歴 昭和36年京都大学農学部卒業，同年特許庁入庁，昭和40年審査官，同47年審判官，

同 53 年審査長，同 57 年審判長，同 59 年退官，（現在）平木国際特許事務所（所長）

弁理士会歴 昭和 59 年弁理士登録（第 9109 号），平成 11 ～ 12 年常議員，同 8 年生物特許委

員会委員長，同 9年バイオ委員会委員長

公職 昭和48・56～ 59年弁理士審査会臨時委員

賞 昭和 45 年特許庁功績者表彰，同 56 年特許庁永年勤続者表彰，平成 9 年弁理士

会特別功労表彰，同 13 年日本弁理士会特別功労表彰，同 17 年日本弁理士会永

年功労表彰

受章に浴して 　この度の叙勲の授章に際し，多くの方々からご丁重なるご祝意を頂き，まこ

とに有難く厚く御礼申し上げます。今回の授章は，これまで導いて頂いた皆々

様の暖かい支えあってこそと，心より感謝致しております。

　この度の授章を機に，これまで以上に自己研鑽を重ね，知的財産制度のために，

新たな一歩を踏み出したいと考えております。今後ともご指導ご鞭撻を賜りた

く宜しくお願い申し上げます。


